
な
支
え
あ
い
福
祉
活
動
へ
の
ご
参

加
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

塩
田
等
県
議
会
議
員
祝
辞　

要
旨

　

コ
ロ
ナ
禍
よ
り

社
会
情
勢
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
改
め
て

感
じ
る
事
は
お
互

い
の
思
い
や
り
、
ご
近
所
の
声
掛
け
、

支
え
あ
い
、
こ
れ
が
で
き
る
地
域
の

大
切
さ
、
で
あ
り
ま
す
。

　

独
居
、
空
き
家
、
孤
立
、
貧
困
、

こ
れ
等
へ
の
対
応
は
行
政
の
力
だ
け

で
は
難
し
く
、
地
区
住
民
、
特
に
地

域
を
支
え
る
皆
様
方
の
ご
支
援
・
お

力
添
え
は
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
。

栗
原
収
市
議
会
議
員
祝
辞　

要
旨

　

配
布
資
料
に
は

21
も
の
事
業
が
あ

る
。
数
多
い
地
区

の
中
で
も
傑
出
し

た
す
ば
ら
し
い
地

区
社
協
と
言
え
る
。
高
齢
化
率
市
平

均
33.4
%
の
中
、
山
辺
は
29.5
%
で
3
番

目
に
若
い
。
各
年
代
の
バ
ラ
ン
ス
も

良
い
の
で
各
世
代
助
け
あ
い
連
携
し

な
が
ら
福
祉
活
動
を
進
め
て
頂
き
た

い
。

　

市
の
予
算
に
触
れ
る
と
一
般
会
計

5
9
8
億
、
特
別
会
計
5
、
企
業
会
計

3
加
え
る
と
初
め
て
一
千
億
を
超
え

た
。
こ
の
中
で
福
祉
関
係
は
2
3
3

億
。
そ
れ
で
も
予
算
は
不
足
し
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
善
意
の
地
域
福
祉
活

動
が
必
要
な
の
で
す
。

総
会
の
ご
来
賓
の
方
々

•
市
社
協
会
長 

早
川
文
英
様

•
県
議
会
議
員 

塩
田　

等
様

•
市
議
会
議
員 

栗
原　

収
様

•
市
議
会
議
員 

鳥
井
康
子
様

•
市
議
会
議
員 

山
本
仁
美
様

•
山
辺
小
教
頭 

柿
澤
健
太
様

•
南
小
校
長 

駒
場
史
明
様

•
山
辺
中
校
長 

髙
木
秀
和
様

•
八
幡
こ
ど
も
館
長 

武
藤
か
お
り
様

•
み
な
み
保
育
所
長 

田
村
明
栄
様

•
市
元
気
高
齢
課 

金
子
詩
織
様

•
地
域
包
括
支
援
セ 

阿
部
喜
代
子
様

•
市
社
協
係
長 

中
西　

聖
様

•
市
社
協
山
辺
担
当 

高
野
洋
介
様

•
山
辺
公
民
館
長 

影
山
彰
美
様

早
川
市
社
協
会
長　

祝
辞　

要
旨

　

今
年
度
よ
り
全

市
で
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
が

具
体
的
に
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
は
高

齢
者
・
障
碍
者
等
全
住
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
目
指
す
事
業
で
す
。
そ
の
実
施

に
重
要
な
の
が
こ
の
地
区
社
協
活
動

で
す
。
そ
の
為
に
本
年
補
助
金
の
仕

組
み
の
見
直
し
を
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
迄
は
用
意
さ
れ
た
福
祉
項
目
か
ら

の
選
択
方
式
で
し
た
が
、
地
域
の
事

は
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
番
良
く
知
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
地
域
に
あ
っ

た
福
祉
事
業
を
自
分
達
で
選
定
し
て

実
施
し
て
い
く
方
式
と
致
し
ま
し
た
。

　

又
近
年
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
が
直
後
の
救
助
対
策
等
か
ら
地

域
力
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
地
域
力
と
は
そ
の
地
域
で
の
時

間
を
か
け
た
交
流
・
支
え
あ
い
活
動

の
積
み
重
ね
の
中
で
培
わ
れ
て
く
る

も
の
で
、
皆
さ
ん
の
地
区
社
協
活
動

は
正
に
そ
の
為
の
重
要
な
活
動
で
す
。

　

少
子
高
齢
・
孤
立
化
の
進
展
に
加

え
自
然
災
害
増
が
心
配
さ
れ
る
社
会

環
境
下
、
こ
の
地
域
力
を
培
い
高
め

て
い
く
活
動
の
重
要
性
は
益
々
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
背
景
を
ご
理

解
頂
い
て
よ
り
一
層
の
き
め
細
や
か

　

久
保
田
歯
科
医
院
に
は
子
育
て
サ

ロ
ン
始
ま
り
の
当
初
か
ら
先
代
の
文

良
先
生
よ
り
こ
の
歯
科
検
診
ご
奉
仕

を
ず
っ
と
お
願
い
し
て
き
て
お
り
、

本
当
に
感
謝
で
す
。
今
回
は
5
組
の

親
子
で
し
た
が
、
も
っ
と
多
勢
の
若

い
マ
マ
達
に
受
け
て
聞
い
て
貰
い
た

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
え
て
3
日
後
の
5
月
14
日

サ
ロ
ン
代
表
者
交
流
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
昨
年
迄
の
9
サ
ロ
ン
に
新
し

く
2
サ
ロ
ン
が
加
わ
っ
て
、
久
し
ぶ

り
に
活
発
な
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
サ
ロ
ン
、
集
ま
る
年
齢
層
に
よ

っ
て
体
操
等
実
施
の
メ
ニ
ュ
ー
が
異

な
っ
て
く
る
感
じ
で
す
が
、
高
齢
層

サ
ロ
ン
で
も
軽
体
操
・
健
康
体
操
が

必
ず
入
っ
て
お
り
、
体
を
動
か
す
こ

と
の
効
果
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
く
異
な
る
の
が
お
金
の
掛
け

方
。
少
な
い
予
算
で
も
参
加
者
同
士

の
交
流
が
豊
か
で
、
来
て
よ
か
っ
た
、

楽
し
か
っ
た
、
と
言
え
る
サ
ロ
ン
が

い
く
つ
も
あ
る
の
が
す
ば
ら
し
い
。

　

共
通
し
て
言
え
る
の
が
、
リ
ー
ダ

ー
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
参
加
し
て
く

れ
る
方
々
の
事
を
、
そ
の
身
に
な
っ

て
、
喜
ん
で
貰
え
る
事
は
何
な
の
か

　

6
月
6
日
の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
、

八
幡
町
の
久
保
田
義
隆
院
長
先
生
と

歯
科
衛
生
士
・
技
工
士
3
名
の
皆
さ

ん
に
来
場
頂
き
、
乳
幼
児
の
口
腔
ケ

ア
の
お
話
と
乳
幼
児
一
人
一
人
へ
の

検
診
の
ご
奉
仕
活
動
を
し
て
頂
い
た
。

　

ま
だ
歯
も
生
え
揃
わ
な
い
乳
幼
児

を
抱
え
る
若
い
マ
マ
達
、
特
に
第
一

子
で
初
め
て
経
験
す
る
マ
マ
に
と
っ

て
は
貴
重
な
映
像
と
お
話
で
、
真
剣

な
面
持
ち
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

若
い
院
長
先
生
の
自
分
譚
と
し
て

我
が
子
へ
は
歯
の
生
え
る
前
か
ら
飲

料
は「
無
糖
の
水
」を
徹
底
し
た
の
で
、

学
童
の
今
ま
で
虫
歯
0
、
の
話
に
は

参
加
者
全
員
感
嘆
の
声
。

と
よ
く
考
え
、
自
分
も
そ
の
一
員
に

な
っ
て
共
に
楽
し
ん
で
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
。

　

勿
論
そ
の
為
の
苦
労
は
人
一
倍
し

て
い
る
は
ず
で
し
ょ
う
が
、
感
謝
の

笑
顔
と
そ
れ
へ
の
達
成
感
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
事
と
感
じ
ま
す
。

田
中
2
丁
目
サ
ロ
ン

　

5
月
か
ら
第
3
火
曜
日
午
前
中
、

連
合
自
治
会
館
で
始
ま
り
ま
し
た
。

80
代
の
方
々
中
心
に
15
〜
16
人
、
こ

れ
に
サ
ポ
ー
タ
ー
4
〜
6
名
の
規
模

で
す
。
健
康
体
操
や
頭
の
体
操
等
で

体
を
ほ
ぐ
し
、
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
け
ん
玉
ゲ
ー
ム
等
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
持
て
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
も
っ
と
多
勢

出
ら
れ
る
と
い
い
な
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。
田
中
町
は
山
辺
の
中
で
は
高

齢
化
率
が
高
い
の
で
、
回
覧
だ
け
で

な
く
ク
チ
コ
ミ
で
参
加
者
を
ふ
や
し

て
い
き
た
い
。

（
サ
ポ
ー
タ
ー
代
表
大
根
田
和
男
さ
ん
）

八
幡
2
丁
目
サ
ロ
ン

　

元
気
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講
習

を
修
了
し
た
2
人
が
主
体
で
健
康
体

操
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
1
年
余

り
、
サ
ロ
ン
要
素
を
取
り
入
れ
て
本

年
、
サ
ロ
ン
登
録
し
ま
し
た
。

70
代
後
半
か
ら
80
代
の
方
々
15
〜

20
人
の
規
模
で
す
の
で
、
健
康
維
持

が
第
一
目
標
と
な
り
、
月
2
回
、
第

2
、
4
日
曜
午
前
中
、
自
治
会
館
内

で
元
気
ア
ッ
プ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
ト
レ
を
行
い
、
そ
の
後
に
童
謡
合

唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
会
、
脳
ト
レ

ゲ
ー
ム
、
茶
和
会
等
を
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
市
社

協
や
包
括
セ
ン
タ
ー
等
で
の
出
前
講

座
を
取
り
入
れ
て
、
更
に
楽
し
く
交

流
で
き
る
サ
ロ
ン
し
て
い
き
た
い
。

（
サ
ポ
ー
タ
ー
三
井
俊
二
さ
ん
・

春
山
昌
義
さ
ん
）

会
　
長
 
石
川
昭
二（
自
）

副
会
長
 
古
山
　
高（
自
） 田
中
幸
子（
協
民

）

 

本
橋
裕
一（
体
） 柏
崎
晃
一（
育
）

久
保
田
英
三（
交
） 岩
崎
英
一（
老
）

 

石
原
利
男（
協
）

事
務
局
長
 
樋
口
茂
延（
協
）

常
任
理
事
 
斎
藤
修
一（
協
） 高
瀬
雅
子（
協
）

 

簑
輪
省
三（
自
） 岡
田
十
四
夫（
自
）

 

新
井
　
明（
協
） 柳
沢
　
猛（
協
）

 

宮
沢
秀
喜（
協
民

） 萩
原
恵
美
子（
民
）

 

栗
原
　
収（
協
） 上
岡
恵
子（
民
）

阿
久
田
操
子（
民
）

理
　
事
 
三
井
俊
二（
自
） 山
本
一
八（
自
）

 

濱
田
仁
一（
自
） 堀
越
清
司（
自
）

 

石
神
治
秀（
自
） 堀
越
幹
夫（
自
）

 

山
本
順
一（
自
） 渋
澤
克
博（
自
）

 

島
田
惠
造（
自
） 栗
田
仁
実（
自
）

 

中
村
叔
夫（
自
） 稲
田
克
己（
自
）

 

丸
山
雅
宏（
自
） 田
中
榮
太
郎（
自
）

 

金
井
　
弘（
自
） 玉
井
祥
三（
自
）

 

茂
木
正
人（
自
） 櫻
井
龍
美（
自
）

田
部
井
久
代（
民
） 堀
野
久
美
子（
民
）

海
老
澤
寿
子（
民
）石
島
み
よ
子（
民
）

 

吉
田
　
満（
民
） 大
根
田
和
男（
民
）　

 

冨
福
百
子（
民
） 長
島
文
江（
民
）

山
同
眞
理
子（
民
） 森
下
邦
子（
学
）

 

須
永
利
江（
老
） 富
岡
初
江（
老
）

 

尾
崎
雅
治（
協
） 斎
藤
美
代（
協
）

 

清
水
弘
子（
協
） 樋
口
眞
喜
子（
協
）

 

橋
本
静
江（
協
） 生
澤
き
く
え（
協
）

 

田
島
章
廣（
協
）

監
　
事
 
菅
　
弘
武（
協
） 三
田
忠
良（
協
）

事
務
局
 
樋
口
茂
延

斎
藤
修
一
高
瀬
雅
子

新
井
　
明

柳
澤
　
猛

宮
沢
秀
喜

　
 

栗
原
　
収

田
中
幸
子
阿
久
田
操
子

 

斎
藤
美
代

田
島
章
廣
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子
育
て
サ
ロ
ン

歯

医
者
さ
ん
の

無
料
検
診

医
者
さ
ん
の

無
料
検
診

登録 いきいきふれあいサロン新
サ
ロ
ン
の
紹
介
で
す

新
サ
ロ
ン
の
紹
介
で
す

い
マ
マ
達
に
受
け
て
聞
い
て
貰
い
た

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
・
技
工
士
3
名
の
皆
さ

ん
に
来
場
頂
き
、
乳
幼
児
の
口
腔
ケ

　

総
会
終
え
て
3
日
後
の
5
月
14
日

サ
ロ
ン
代
表
者
交
流
会
が
開
か
れ
ま

子
で
初
め
て
経
験
す
る
マ
マ
に
と
っ

て
は
貴
重
な
映
像
と
お
話
で
、
真
剣

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
え
て
3
日
後
の
5

4

ん
に
来
場
頂
き
、
乳
幼
児
の
口
腔
ケ

ア
の
お
話
と
乳
幼
児
一
人
一
人
へ
の

検
診
の
ご
奉
仕
活
動
を
し
て
頂
い
た
。

　

ま
だ
歯
も
生
え
揃
わ
な
い
乳
幼
児

を
抱
え
る
若
い
マ
マ
達
、
特
に
第
一

子
で
初
め
て
経
験
す
る
マ
マ
に
と
っ

サ
ロ
ン
代
表
者
の
会
で

参
考
と
な
る
意
見
の
交
換


